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平成２８年度第１回 千葉県国土利用計画地方審議会 議事録 
 

開催日時：平成２８年１１月１８日（金） 
午後１時２８分から２時３７分 

開催場所：ホテルプラザ菜の花 ４階 槙 
 

 
司  会 

 
 
 
 
 
 

総合企画 
部 長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

司  会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 それでは、定刻より若干早いですが、皆様お集まりいただきましたので、

ただいまから平成２８年度第１回千葉県国土利用計画地方審議会を開会

いたします。 

 私は、本日の司会進行を務めます政策企画課地域政策班の石井と申しま

す。よろしくお願い申し上げます。 

 開会にあたりまして、遠山総合企画部長から御挨拶申し上げます。 

 

 千葉県総合企画部長の遠山でございます。よろしくお願いいたします。 

 本日は、大変お忙しい中、本審議会に御出席いただき誠にありがとう  

ございます。また、日頃より、本県の土地利用行政の円滑・適正な推進に  

御指導と御協力を賜り、感謝申し上げます。 

 さて、本日の議案ですが､千葉県土地利用基本計画の変更案について  

御審議をお願いします。内容といたしましては、知事より諮問させて   

いただきました、土地区画整理事業の実施による農業地域の縮小の案件に 

ついて、本日の審議会で答申案を決定していただきたいと考えています。 

この答申を踏まえ、来春の土地利用基本計画の変更を目指してまいりたい

と考えております。 

 また、本日は、国土交通省の方がお見えになられておりますので、後ほ

ど本年１０月に示された土地利用基本計画制度の今後のあり方に関する

検討状況について説明していただきます。 

 本日の議題は、引き続き適切な県土利用を推進するうえで重要な事項と 

考えておりますので、皆様の専門的な知見から御指導を賜りますよう、  

御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

（総合企画部長 公務により退席） 

 

 続きまして、お配りしております資料を確認させていただきます。 
 お手元、順を追って、御説明申し上げます。 
・会議次第 
・委員名簿 
・座席表 
・資料１ 千葉県土地利用基本計画の変更について 
  別添の千葉県の土地利用基本計画図（変更案） 
・資料２ 土地利用基本計画制度に関する検討会 中間とりまとめ概要 
・資料３ 土地利用基本計画制度のあり方について 中間とりまとめ 
・参考１ 千葉県国土利用計画地方審議会について 
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北原会長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

司  会 
 

北原会長 
 
 
 

委  員 
 

北原会長 
 
 
 
 

・参考２ 千葉県土地利用基本計画について 
 以上でございます。配付漏れ等ございませんでしょうか。 
 続きまして、本日の出席委員数を御報告申し上げます。 

 本日の審議会には、ただいま、１３名の委員の皆様方の出席をいただい

ております。 

 これは、委員定数１８名の半数以上を満たしておりますので、千葉県 

行政組織条例第３２条第２項の規定によりまして、本審議会が成立してお

りますことを御報告申し上げます。 

 なお、本審議会は、千葉県情報公開条例第２７条の３の規定により  

まして、公開することとされております。また、審議会の議事録に    

つきましても後日公開する予定でございますので、御了承願います。 

 

では、これからの会議の進行につきましては、千葉県行政組織条例  

第３２条第１項の規定によりまして、会長にお願いしたいと思います。  

北原会長よろしくお願いいたします。 

 
 お忙しい中、御参集いただきましてありがとうございます。先ほど部長

の挨拶にもありましたように、今日は千葉県土地利用基本計画の変更案に

ついて、御審議をいただきます。答申案を決定することとしておりますの

で、よろしくお願いします。審議会としては今回の変更を通じて、千葉県

における国土利用の適正な推進を図っていきたいと思っておりますので、

それぞれ御専門のお立場からよろしく御意見のほどお願いします。 
 また、今日は国土交通省から、福島専門調査官がお見えになって土地利

用基本計画制度のあり方に関する検討状況についてお話をされるという

ことですので、後ほどお願いいたします。 
 
 それでは議事の審議に入ります。 
 はじめに、報道関係者と傍聴者の参加について確認します。今日の審議

会に報道関係者及び傍聴者は参加していますか。 
 

 本日の審議会には、報道関係者、傍聴者はおりません。 
 
 それでは、早速審議に入ります。審議に先立ちまして、議事録署名人の

選任をお願いしたいと思いますが、差し支えなければ、慣例に従って、私

からお願いしてよろしいでしょうか。 
 

 異議なし。 

 

 それでは、池邊委員と志賀委員にお願いしたいと思います。 

 どうぞよろしくお願いします。 

 それでは議事に入ります。今日の議事は、知事から諮問のありました「千

葉県土地利用基本計画の変更について」です。事務局から説明をお願いし

ます。 
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事務局 

 
北原会長 

 
 
 

島田委員 
 

北原会長 
 

事務局 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北原会長 
 
 

秋林委員 
 
 
 
 
 
 
 

北原会長 
 

農地・農村振

興課 
 
 
 
 
 
 
 

 
 （事務局説明） 

 
 どうも御苦労さまでした。それでは審議をお願いします。 
 御質問、御意見のある方は発言をお願いいたします。 
 はい。島田委員、お願いします。 

 
 ３ｈａ減った分はどこかに増えないのですか。 
 
 事務局、お願いします。 
 
 今回の農業地域の縮小ということになりますけれども、こちらの地域に

つきましては、先ほど担当から説明を申し上げましたけれども、お手元、

４ページの図面、黄色の部分が変更箇所ということになってございます。

こちらにつきましては都市地域と農業地域が元々重複をしているところ

でございます。今回の変更につきましては、農業地域の縮小ということで

ございまして、縮小したその３ｈａにつきましては、元々都市地域という

ことになってございますけれども、その都市地域につきましては、土地区

画整理事業を行いまして、将来的には宅地になるということで伺っている

ところでございます。以上でございます。 
 
 よろしいでしょうか。 
 他にいかがでしょうか。はい、お願いします。 

 
 今のご説明の４ページの地図を見ますと、一団の農業地域がありますけ

れども、その中で今回一部だけ変更するということですけれども、この一

部だけ変更する地域、地元の要望というのが大前提としてあると思います

が、この部分だけ変更することについての、妥当性と言いますか、逆に言

えば、残った分については、変更しないということになりますけれども、

そのあたりの妥当性はどうなのかということを教えていただきたいと思

います。以上です。 
 

 はい。事務局お願いします。 
 

 はい。農地・農村振興課と申します。よろしくお願いいたします。 
 私どもの方では、農業振興地域の整備に関する法律、いわゆる農振法、

それから農地法を担当しております。 
今回の農業振興地域の縮小ということになりますが、まず土地区画整理

事業を実施されるということで、これが農業振興地域の中で実施したいと

いうお話ですので、当方といたしましてもその中で実施することが妥当な

のかということで、習志野市ともいろいろ協議してきたところでございま

す。まず、市街化区域の中で実施できないかということで、いくつか候補

地について御検討されたところですが、それぞれにおいてやはり、利活用
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北原会長 
 

岡委員 
 
 
 

北原会長 
 

事務局 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北原会長 
 

岡委員 
 
 

北原会長 
 

事務局 
 
 
 
 
 
 

のものがあるということで、どうしても農業振興地域の中で実施したいと

いうことでございました。それから、当方としましては優良な農地の確保

という観点から、この農業振興地域の中でも更に優良農地を確保して農業

を振興する区域を、３ページにありますけれども農用地区域と言いまし

て、これは市町村が決めている区域でございます。こちらについては最優

先で確保していくことになりますが、今回の地域は農業振興地域の中でも

農用地区域に入っていない、いわゆる農振白地というふうに言われており

ます地域になります。したがいまして、農業振興地域の中でもやむを得な

い地域であるということで、市ともいろいろと協議した中で、今回除外と

いうことについてはやむを得ないということで判断してございます。 
 

 他にいかがでしょうか。はい。岡委員お願いします。 
 
 説明の補足をしていただきたいのですが、１ページ目で五地域に区分さ

れておりますけれども、その統計が１８５％、これは県面積の２倍弱にな

りますけれども、その補足がなかったのでお願いいたします。 
 

 事務局、お願いします。 
 

 こちらは土地利用基本計画に定めます五地域の区分ということでござ

いまして、都市地域、農業地域、森林地域、自然公園地域、自然保全地域

の五種類の地域ということでございます。こちらにつきましては、それぞ

れ根拠法令があり、それぞれ規制等をかけておりまして、これを基に都市

地域、農業地域等を定めているところでございます。委員の方から御質問

ございました県面積の約１．８倍の面積があることにつきましては、都市

地域と農業地域が重複しているところや、農業地域や森林地域が重複して

いるところ、今回の案件につきましても、都市地域と農業地域が重複して

おり、五地域の面積を合計すると１．８倍の面積ということになります。 
 
 よろしいですか。何かほかにございますか。 

 
 重複で約１．８倍ということですが、県の全区域の実態はどこを見れば

わかりますか。 
 

 事務局、お願いします。 
 
 具体的な重複がどうなっているかということになりますと、今回諮問さ

せていただいています土地利用基本計画の図面が内容を示しています。 
 今回、お手元にお配りしていませんが、今、私がお示ししている図面が

千葉市から市原市、茂原市等にかけての図面になっております。県が六分

割されているものの一つになりますが、赤や緑で色付けされており、これ

が個別の法律により規制されている地域です。都市計画法なり、先ほどお

話がございましたけれども農振法といった法律によるものです。図面を見
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北原会長 
 

岡委員 
 
 
 

事務局 
 
 
 
 
 
 
 
 

北原会長 
 

岡委員 
 
 
 
 
 

北原会長 
 

事務局 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北原会長 
 

岡委員 
 
 

ますと規制が重複しているところやそうでないところもございまして、こ

のように図面にてお示しをしております。 
 

 よろしいですか。 
 

 ゾーニングを大きくしているから重複という形で出てくるのですか。例

えば一丁目一番地一というところを見ればどちらかに重複しているとい

うことはないですよね。 
 

 ゾーニングにより、それぞれの地域によりまして、一丁目一番地で区切

れる地域もありますし、一丁目一番地の中のより細かく分かれている地域

も実際あったりしますので、それぞれの地域によりまして、重複の具合が、

三種類の地域であったり、二種類の地域であったり、一種類の地域である

ところもございます。これはそれぞれの地域においてどういう形で規制を

かけているかということで、各地域によって異なってきます。したがいま

して、先ほど委員が御質問されたゾーニングの大小とはストレートには繋

がってこないものと考えます。 
 

 よろしいですか。 
 

 メッシュを細かくすれば重複が避けられるということではなくて、位置

決めですよね。それぞれその土地の所有者がいますが、その人たちが例え

ば税金を納めるとかあるいは生活設計の中で、この土地は一体どういうも

のにあたるという元々の核の部分がありますよね、それを総合して統計上

出てくる数字を県は持っていらっしゃらないのですか。 
 

 事務局、お願いします。 
 

 図面に落とし込む場合、一筆ごとというような形ではなく、１ｈａ単位

という形になってございます。これは国土交通省で定めております運用指

針というものによっておりまして、実際の基本計画図を見たときについて

は、確かにかなり粗いものにはなっていますけれども、それぞれの筆を見

ていったときには、ここが都市地域の網が掛かっていますとか、農業地域

の網が掛かっていますといった形になってございます。本日はご用意をし

てございませんけれども、一筆ごとに見ていった場合、それぞれの規制が

こういう形になっているという部分については、当然ながら県の方でも把

握しているところです。 
 

 よろしいでしょうか。 
 
こういう理解でよろしいですか。１ｈａというメッシュで合計すると、

この値が出るということですね。 
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北原会長 
 

事務局 
 
 
 
 
 

北原会長 
 

志賀委員 
 
 
 
 
 

北原会長 
 
 
 
 
 

中井委員 
 

北原会長 
 

池邊委員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北原会長 

事務局、お願いします。 
 
この土地利用基本計画図は国土利用計画法に定めるものですけれども、

この図面は先ほど申し上げましたとおり、あくまでも１ｈａの単位で実施

しているという形になってございます。一方で、個別の規制、例えば都市

計画法であれば、土地利用基本計画では都市地域になりますが、これらに

ついては、当然ながら各筆ごとでゾーニングされています。 
 
志賀委員、関連して返答をお願いします。 
 
例えば、森林地域は昔から定められているわけですけれども、当然、自

然公園地域、国立公園と重なっているところもあるわけで、さらには自然

保全地域とも重なっているということで、１．８倍くらいの数字というの

は、森林地域以外にもそういうところがあるところ、また、ないところが

あるのだろうと思いますが、森林地域はかなり重なっております。 
 
よろしいでしょうか。 
単一の法律でのゾーニングは重複してないけれど、いろいろな法律が重

なることで重複している地域があるということです。 
よろしいですか。 
中井委員、お願いします。 
 
同じ質問でした。 
 
他にいかがでしょうか。池邊委員。 
 
今回の諮問事項とは関係がないというか、今たまたま御質問が出たの

で、今後の方針についてちょっとお伺いしたいと思います。今、岡委員か

ら御指摘ありましたように、千葉県の場合は、五地域の計が１８５％とい

うことで、先ほど事務局の方から御説明がありましたように、トリプルあ

るいはフォースというか、規制の緩い地域が重複しているところが、他の

県よりも特に、全国すべてを全部緻密に調べたことはないですけれども、

かなりの重複が多い地域だというふうに調べたときに把握しています。バ

ブルの時期ですとか、土地利用の混乱を来たした時期とかはともかくも、

今、人口減少ということに向かっていて、県内でもいろいろな形でそれに

対する対処とかもしていると思います。そういった中で、今後もこの規制

の緩い地域が、私も都市地域と農業地域とか、また森林地域とかはやむを

得ないと思うこともかなりありますし、千葉県の場合は今までの地歴から

仕方ないという部分もあるのですけれども、そろそろ安定もしてこういう

社会になってきたときに、もう少し、せめてダブルくらいまでに絞るよう

な方向性というのはないのでしょうか。 
 
事務局、お願いします。 
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事務局 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北原会長 
 
 
 
 
 
 
 

委  員 
 

北原会長 
 
 
 
 
 
 
 
 

国土交通省 
 

北原会長 
 
 
 

中井委員 
 
 
 
 
 

 
 今、池邊委員から御指摘いただいた件ですが、今回の案件である土地利

用基本計画、また、この上位計画という形で国土利用計画法上は位置付け

られておりま千葉県の国土利用計画がございます。こちらの目標年次が、

来年、平成２９年を目標年次としているところでございます。したがいま

して、来年度につきましては当然ながら目標年次を迎えますので、これま

での国土利用計画、土地利用基本計画について、本県は全国で唯一、都道

府県の中でモニタリング制度のある県ですので、モニタリングの結果等を

踏まえた中で、評価させていただき、次期計画という形になるかとは思い

ますけれども、その中で委員の御意見を踏まえ検討を進めてまいりたいと

考えております。 
 

 よろしいですか。ありがとうございます。 
 他にいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 
 貴重な御質問、御意見をありがとうございました。それではここでお諮

りをさせていただきます。 
 今回、知事から諮問を受けました「千葉県土地利用基本計画の変更案」

につきまして、原案どおり承認するということで、知事に答申してよろし

いでしょうか。 
 

 異議なし。 
 

 ありがとうございます。異議なしという声をいただきましたので、本計

画の変更案を承認し、その旨、知事へ答申することといたします。ありが

とうございました。 
 これで議事の審議は終了になります。 

 
 続きまして、その他として、「土地利用基本計画制度のあり方に関する

検討状況」について、国土交通省国土政策局総合計画課 福島専門調査官

から説明をお願いします。 
 

（国土交通省説明） 
 

 どうもありがとうございました。 
 御説明いただきました内容に関して御質問、御意見等ございましたらお

願いします。中井委員。 
 

 今、御説明いただいた件ではなくて、資料３というのがありますけれど

も、細かいことは今日は止めますけれども、最初の方に出てくる「国土利

用計画」という言葉と、それから「土地利用基本計画」というのと、これ

の関係がちょっとよくわからなかったのですけれども、簡潔にご説明いた

だけませんでしょうか。 
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北原会長 
 

国土交通省 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北原会長 
 

中井委員 
 
  
 
 

国土交通省 
 
 
 

中井委員 
 

北原会長 
 

鈴木委員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 お願いします。 
 
 御質問ありがとうございます。 
 参考２の方に、千葉県に御用意いただいた資料の中で「国土利用計画・

土地利用基本計画の体系」という図があるのですけれども、国土利用計画

というのも、土地利用基本計画というのも、同じ国土利用計画法の中にご

ざいます。国土利用計画というのは全国計画がありまして、都道府県計画

がありまして、市町村計画があります。土地利用基本計画というのは、そ

の国土利用計画を基本として、その国土利用計画で決めた土地、国土、県

土の利用に関する基本方針をそれぞれの土地に落とし込み、具体的にどう

いう規制や土地利用の誘導を行っていくかということを決めたものでし

て、言ってみれば国土利用計画の方がマスタープランのマスタープラン、

土地利用基本計画がマスタープラン、という形になります。 
 

 はい。よろしいでしょうか。 
 
 国土利用計画法という法律もあったと思うのですけれども、下に来る具

体的な法律はないのですか。土地利用基本計画に落とし込むと言っていま

したけれども、それがぶら下がっていると考えた方がよろしいのでしょう

か。 
 

 おっしゃるとおりです。国土利用計画法に国土利用計画と土地利用基本

計画が両方定められているのですけれども、実際に五地域がぶら下がるの

は土地利用基本計画の方になります。 
 

 はい、わかりました。ありがとうございます。 
 
 よろしいですか。鈴木委員。 

 
 今、いろいろ御説明を受けたのですが、国土利用計画が昭和４９年です

か、一方で、都市計画法が制定されている中で、相対的に国はどういう方

向性を持って、いろいろな皆さんの御意見が出ていましたが、都市計画が

優先されるのか、森林法が優先されるのか、自然環境を優先するのかとい

うことになってきたときに、国交省の中で、どこが一本化して取りまとめ

ていっていただけるのかということが疑問です。今までどおり開発すれ

ば、全国津々浦々、それぞれ地域の特性を活かした中で、土地区画整理事

業をはじめ、街づくりをするわけですから、その辺は将来的には国交省の

中で、国土審議会等の中でどうやってまとめていくのか。ご存じのとおり

国土の平均化利用論から全総計画があって、今まさに道州制という言葉も

出てきている中ですから、最終的にはどこか国交省の中できちんとそうい

う一体化した中で、この法律を作り上げていかなければいけないと思いま

すから、その辺はどういうお考えなのですか。 
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国土交通省 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北原会長 
 

鈴木委員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国土交通省 
 
 
 
 
 

北原会長 
 
 

志賀委員 
 
 
 
 

 ありがとうございます。非常に大事な御質問をいただいたかと思いま

す。今ご指摘いただいたように、今後の道州制の議論等ともありますし、

地方分権という流れもありまして、その土地の具体的な構想を描くところ

であるとか、開発の良い悪いを判断するようなところというのも、その全

体の動きの中で少しずつ変わっていくのではないかとも個人的には思っ

ているところですけれども、一方でやはり国土全体を見るという部署はど

こかには必要なのだろうと考えます。結局、人口減少社会というのは、い

かに土地を効率的に利用して、例えば産業拠点をどこに持って行って、自

然を守るべき地域はどこでということを、国全体で考えるということも必

要ですし、一方で都道府県のレベルですとか市町村のレベルで決めていく

ことも必要だと思うので、まずは全体のグランドデザインを描くというと

ころで、国土交通省というのが一つありまして、それぞれの開発について

は都道府県であったり市町村であったりということになるのかなと思い

ます。 
 

 はい。鈴木委員。 
 
 言葉ではそういう言葉が出てくるわけですからわかるのですが、現実的

に各市町村は都市計画を基に、駅周辺は当然農地等がたくさんある中で用

途変更しながら作り上げていかなければならないし、地方主体として将来

的にそういう法の整理をしていくのかということなのです。結局そういう

ふうにならざるを得ないと思うのですね。国が国土のグランドデザインだ

と言ったって、今までいろいろな計画がありましたけれども、結局地方審

議会、都市計画審議会などから出てくる、用途の変更や、駅周辺は宅地化

してくれとかそういうことが切実に出てきているわけです。そういう辺り

の方向性を国土交通省の中でどういうふうに行っていってもらうかとい

う相対的なものをしっかりとした法案作りとして実施していただきたい、

これは要望です。 
 

 どうもありがとうございます。まさに御指摘いただいたとおり、どこま

で、こういう細かいところまで国が入って行くべきなのかどうかというの

は、我々としても強く議論しておりまして、やはりそこはメリハリをつけ

るですとか、また手続きを簡素化するですとかそういった方向が必要だと

は考えております。ありがとうございます。 
 

 はい。どうもありがとうございました。 
 はい。志賀委員、お願いします。 

 
 二つほど、意見というか要望というかを申し上げたいと思うのですが、

一つは、このペーパーの中にある２番目の総合調整機能ということに関わ

ることなのですけれども、霞ケ関なり個別法というのは基本的に縦割りだ

と思うのです。それはなかなか大変だとは思うのですけれど、例えば森林

で言うと普通林と制限林というのがあって、制限林という方は許認可が必
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北原会長 
 
  

国土交通省 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北原会長 
 

要になってくるのですけれど、それは林野庁の保安林と環境省の自然公園

法に基づく自然公園が、面積的には大きいわけですけれども、その他に鳥

獣保護法であるとか、国交省の砂防法や急傾斜地法、都市計画法による風

致地区、文化庁の史跡、名勝、天然記念物であるとか、そういう許認可が

地域には下りてくるわけですので、それが市町村であったり都道府県の窓

口がまた部署ごとに違っているということで、同じ森林地域でも全体的な

森林を地域でどういうふうに管理していくかというのが、非常に統一的に

難しいという現状があります。ですから、こちらの総合調整機能で謳われ

ているのとちょっと違う、個別法が県や市町村で円滑に地域主体となって

運用できるような仕組みとともに、土地法全体の仕組みの問題があるのか

なというふうに思いますので、地域としてはそういうのを一体的に管理し

たいという想いはあると思うので、それができるような枠組みというのを

お考えいただくと、総合調整機能というところで非常にいいのかなという

のが第１点目です。 
 それから第２点目は、情報プラットフォーム機能で、これも総合的には

すごく重要なことだと思うのですけれども、森林で言うと地籍調査、森林

境界というのが非常に危機的な状況になっており、それがこういう情報プ

ラットフォーム機能というＧＩＳ上で、例えば環境省の国立公園の地種区

分と都道府県の森林情報を重ねてもきちんと重ならないという、非常に近

代的国家としては基本的なところからの地味な課題というのがあるのだ

と思います。それに関しては、国交省の所管でもあると思いますので、ぜ

ひ他の省庁と連携を取りながら、その辺のところもしっかりとやっていく

ということをお願いできればなと思っています。 
 

 どうもありがとうございました。２点要望ということですが何かありま

すか。 
 
 大変貴重な御意見ありがとうございます。やはり日本の土地利用規制の

縦割りというのは、昔から議論となっているところでして、なかなか我々

としても土地利用の総合調整と言っておきながら、実際の規制の許認可等

では個別になってしまうという現状もあるのですけれども、我々の方とし

ても今すぐにということにはならないとは思うのですけれども、例えば外

国であるような一体的な土地利用の構成なども研究をしているようなと

ころもございます。後は、市町村等のレベルで、市町村独自の土地利用計

画を作って、一体的に運用していくというような例も近年出てきていると

いうことですので、そういった研究も進めていこうと考えております。 
２点目いただきました情報プラットフォームですけれども、まさにおっ

しゃっていただいたとおりで、こうした情報、特にＧＩＳの機能を使って

情報の集約化を進めていくということも国土交通省としては実施してい

るところです。引き続きどうぞよろしくお願いいたします。 
 

 どうもありがとうございました。他にいかがでしょうか。池邊委員。 
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池邊委員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北原会長 
 

国土交通省 
 
 
 
 
 

北原会長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 今、御説明いただきまして、いろいろ分かりましたけれども、基本的に

先ほどお話のあった土地利用のマスタープラン的な機能が一応、役割を一

定は果たしてきたということで、大きな転換点であるというようなことが

書かれているのですけれども、基本的には国土庁の時代に始まって、先ほ

どのマトリックスなんかはほとんど各県で変わった試しがほぼないです。

先ほど御説明いただいた点については、土地利用の条例等を個別に定めて

いるところ、土地利用調整計画が盛んな頃に立てられた宇都宮市だとか下

田市、穂高とか兵庫県の事例、名張市などは総合計画に土地利用計画が位

置づけられていますが、そういった意味で２０年くらいかけて実施してき

たところはできるけれども、そうではないところにおいてはそういうとこ

ろにいっていないということが実態だと思っています。そういう中で先ほ

ど海外のようにというようなお話があり、今回はこの中間とりまとめとい

うことなのですが、今後、今までの土地利用基本計画はマスタープランと

言っても基本的には個別法の追認という形での計画図です。今後、少し以

前に小泉内閣下でなくなってしまったような、要するに土地利用調整計画

のようなものをもう少し土地利用の制度として、先ほどのコウノトリは佐

渡とか豊岡とかもそういう事例なのかもしれないですけれども、そういう

方向性を目指すような方向に最後に行こうとしているのかどうなのか。そ

れがはっきりとしないとこの土地利用調整会議のようなものがあっても、

国レベルでは国土政策局が考えてくださっているのですけれども、県、そ

して市町村と降りていくにしたがって個別法の世界でしかできませんの

で、その辺の調整を考えるような機関とか、そういうふうに土地利用調整

に関わるような制度的なことを考えていらっしゃるのかどうか、その辺に

つきましてお伺いさせていただきます。 
 

 お願いいたします。 
 
 はい。ありがとうございます。今すぐにその制度を変えていこうかとい

うよりも、まずは運用でもっと具体的にできないかというようなことを考

えている状況ではあるのですけれども、まさに今貴重な御指摘をいただい

たと思いますので、今後検討させていただければと思います。ありがとう

ございます。 
 
 ありがとうございます。他にいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 
それでは福島専門調査官、本当に貴重なお話ありがとうございました。ま

た、委員の皆様からも大変有意義な御意見、御要望等をいただきましたの

で、ぜひまた国土交通省にお持ち帰りいただいて、今後の検討に活かして

いただければと思います。よろしくお願いいたします。それでは、これで

その他事項も終わりましたので、これをもちまして終了させていただきま

す。委員の皆さん御協力ありがとうございました。 
長時間にわたりまして、御審議ありがとうございました。それでは、進

行を事務局へお返しします。 
 



12 

 司  会  長時間にわたりご審議いただきありがとうございました。 
それでは、以上を持ちまして、平成２８年度第１回千葉県国土利用計画地

方審議会を閉会いたします。御出席いただきましてありがとうございまし

た。 

 


